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1957 I oじ＂ 136.8 I 64.3 
1958 I 792 186.3 I 162.9 
J9GJ l ,"185 543.9 514. 7 
1961 1, 91G :589.3 567 .2 
19什2 2 1リ51 665.4 472. 4 
196:, 2, bl2 857. 7 744. 0 
l甘o.i4 J, 4-19 935.1 J, ll5. 0 
1965 3, li(J5 1,021.3 rJL4 
(1',J＼＂〕 '.l,firncslryoi Agrictolture, Aw1rn／川・a/Stf!tist,cs 
心fThni/a,,d 796!5 
(d 2) 汗；怯一夫「タイにおける｜！？モロプシの~！：.
p（： と流通」（「7ー，；.7 経済』， 1965年 6 ノ·~ ¥J ), 30～日2ベ
レ〆。
民林省経済問『タイ・｜ウモロつ予 ~I，司王仁報令書J 〔 H月
刊141:4三4月）， 77～99ヘージ。




収 見｛o:i 格旭川入現金支：）j （うちid'.¥
J由 H 〔kg／ラ：（パーツ／〈パーツ／ラ（パ－ ・y Iラ し日労口j
ノ7 ト〆〕ィ〕 i) 、 r
ロノブリー 1 378 i 714 I 270 I 1s1 〔l」5.91) 
ヅコ〆サワノ 290 I 690 I 200 Ii 60.82 (42.C3) 
己ソサヌ円一ク 290 I 690 I 201 ;: 47.4G C33.91J 
サラプ ・1 - 342 ! 744 I 254 1: 12s. 63 en 5之〕
ブコ／ 三ーチ1 29竹｜ ,11 I 2'.!9 1 122.11 C95.99J 
メー γ ー l I I 
〔出所J Chciyong Clrnchiirt. J:ti;iρh/11 lac kiinlci/at thi 
liratoplia11khayai んiinpliik khiiuph6t nai prathetthaz, 
1%3. （“ Productiυ11 and！河川 ketingProblems Affectiug 
the Expans10n of Corn Growing in Thailand,' ’Kase 











地 域｜酬い三－ 'Y/ I・ c,) I叫人（パ ）／ ラ（）
ロノフ ＇） ー 781 198 
プコンサワ／ 676 171 
サラフリー 892 22G 
ベノヲャブー／ 565 124 
〔とじ所〉 Uthit Naksawat, Phiiwa 11isin khong chauna lac 
kan Makhau naiρhtik kiting /)rathetthai （タ f中部にお
ける農民負仇と米取引）, 1958. 
全国平均の収量（253キログラム／ライ〉を用いて計

















(1叫位 ノマ－・）／ ライ J
れ ！？］｜耕起｜整竺｜恒子！植付 l間｜収設 問 i計
I rヲモワコンi 20 20 4 16 ! 20 ! 20 I 10 I 110 















I 4 い lしている｜えたので lやすい
u ッブリー 100 I 。｜ 。！ 。
ナコ J サワン 53 I I I 47 
ソサヌローヲ l 72 1 7 ! 21 I 0 
サラブリー l 82 I o I o I 18 
ナコ J ラーチシマ－I 46 I 21 I 16 I 0 
平 均 I E9 I 12 I 10 I 9 











(n: 4) Hla Mynt，五、川1/{)/1/i口

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 2 表 流出県の内訳
県内移動 I20 
｜ ピ チ ッ ト I20 
I fレ ー イ I14 
隣接県 lL ップリ－ I 2 
｜チャヤプーム I 1 
｜スパン I 9 
その他｜サラプリ ：－：－ I 4 










正l 小作農 I 4 






































0～19 I 15 I 28. 3 I 18 
20～39 I 19 35. 9 I 40 
40～59 , 9 i 17 .o I 己2
60～79 I 3 I 5. 7 I 9 
80～99 : 3 I 5.7 i 4 
100以上 I 4 I 7 5 i 7 
r1 : s1 ! 100 I 100 
（出所〕 ペッチャプーン県の調査よれ
* lv1inistry of National Development, Khu,1m 
ほ 111phan γ品切削g kanth示，kfzγongth1din fop 
















土 J也 を 求 め て 40 
i也 拡 大 23 
沃 な 土
士f也山 15 の 2 
同
華罪
か ら の 独 立 8 
農畑商
ヵ： や り fこ v、 日
カ2 や り fこ U、 10 
を す る fこ め 3 
そ の イ也 12 


















世帯数｜ 9 I 2焔｜ 35 I 9 I 2 
比率（%）｜ 11.1 I 32.1 i 43.3 I 11.1 , 2.6 






(/J 1) 農林官経済局， 81ベージ。
（注 2) 調査，;tl966年 3月；二1Tなった。
（注 3) 太平洋戦争末期に時の首相ピプン・ソング
ラームが遷析を試みたところとして有名。







yレタ地帯の米作農民は 40代24%, 50代30%, 60代
J心となっていることがわかる。
20%とトウモロコシ農民より高年齢膚lと片よって
いる（佐川。さらにこれらのトウモロコシ地帯で ｜ 民 家 戸 拡 ｜ 制 限 は















〔ロニ 5) Ministry of Interior, R,1ig,,n kitkan 









( l主7) lv1ini0try of National Development, Kh-
μ♂川isamphan rawang kanthzukhro11g thidin止ap







































































































なく， tViliの1:mは“y口【Iikil cli”であって‘＇ sab目i”
で1；いことが多可、。

















Kasetsart University, Raig,,n phonk,,nvicha, 
n乙・angplulwa k ,nphlit khong kasikon nai saha-
hοnnikomkasikon amphw sawankhalロh canwat 
Sukh月thai（スコ－ ；，イ県十ワンカローク郡入植地紹合
の生産状況に関する調査報告書〕， 1962.
Kaset司 rtUniversity, Raigtln phonkanvichai rwa-
ng ph，刊江 島、，nphlitkhong kasikonηai sahakonni-
















































O～ 19 6 。
20～ 39 6 。
40～ 59 7 5 
60～ 79 5 2 
80～ 89 4 1 
100～149 8 1 
150～199 4 1 
200～249 2 5 
2.50～299 。 2 
300～399 1 1 





















1 9 6 0 434 1,431 
1 9 6 1 60 245 
1 9 6 2 439 3,168 
1 9 6 3 171 1,995 
1 9 6 4 161 1,097 
計 1,265 7,938 
（出所） Ministry of Interior, R<1igan kitkiin 
pracanψz canwat J,hεtchab1111 （ペッチャブーン





















3 発省土t白協同組合E手u!LandHir：己－Purchasej 4 
Land Settlement I 14β 
Tenanお I 14 
計 ｜ ピ竺と









1 9 6 2 I 746 I 445目4
1 9 6 3 I 8:17 I 462. 3 
1 9 6 4 I 802 I 470 .1 
1 9 6 5 I 881 491.0 
1 9 6 6 I 913 510.6 
（出所） Ministry of Interior, Raigan phong'7n 














（注 2〕 UthitNaksawat, Raigan phonvichai k<1n-








e主業用 Rm類 l 鋤｜まぐわi鍬 l鎌 l
l当たり所有個数｜ 0ι2 I 0.31 I 3.28: 2.83 1 
家 i' r巨類 l 牛 l’kヰ：馬｜豚！
1戸当たり飼育頭数｜ 0.2s ! o.09: 0.02 1 0.1 I 4.89 i 0.18 




























































































る。 PantumThisayamondol, Ekast1nsuanbukon nai 
laksana vicha setasat viphatha11t1kan khong saha-













































































開 12! 2 I s I 2 l 了下~l 2 I 2 い7
賃 部J 1 
帯主 委主 つ- 5 2 9 
米 穀 商 I1 1 2 
業 雑 貨 商 2 2 2 6 
果 樹 園 経 営 2 1 3 
).JI) 建設材料販売 1 1 


































































































































I I ,¥;" •3-? I 近隣村商人 iホ ー
17.87 I 30.20 I 
[ 38.02 I 31.46 I 
I 17.61 ! 24.30 , 
31 ～ 50 I 13. 66 I 35. 53 I 4s. 19 I 2. 62 I 
平 均 1 10.25 1 34.01 ¥ 34.44 ¥ 21.30 1 
Uthit Naksawat, Raigiin pho11vichai kanphlit ldu1uphot khong kasikon 1ai tambon thapkuang 






























100 51.93 10 1 






























借金I2 I 2 I 2 I I 
盟諸ギt~ ! 1; I 1 I I I 
金が早く欲しし、 ,.1 I I I ! 



















販売先 ｜不特定｜ ｜ ｜ 
理由 ！省人｜地場商人｜精米所｜ 計
借 金！ I I 1 I 1 
値段が良い｜ 14 I 1 I 5 I 20 
便利である｜ 5 I 4 I :i I 12 
金が早く欲しい :i I I I 
その他，不明 l I 1 I 2 I 3 





























































〔tl:5）じthit N,,ksawat, Phawa niぷin khong 
ch,7un,l lae k,znkhd ld1,1u naiρhak kl,Ing prathEtth-
ai, 1958. 
〔lヒ6) Uthit Naksawat, Raigdn phonvichai k,ln-











( It7) Kasetsart University, Raigl1n phonvichai 
rawang p/uiwa kiinphlit ld1011g lwsilwn nai saha-
konnikomkasikon amph匂 sawanl,halok canwat 
Sukhuthai 1962, p. 9. 
四要 約
タイにお付るトウモロコシ生産は， これまで考
えられていた以上に特定地域に集中して行なわれ
ている。これらトウモロコシ生産を促進した要因
については，これまで種々論じられてきたが，本
論では特にその中で土地，労働，資本という生産
要素がトウモロコシの生産地を成立せしめた役割
について考察した。
労働力の面では主として米作地帯における若干
の余剰労働力が流出し， まだ来利用のまま放置さ
れていた広大な林野と自由に土地を取得できるよ
うな土地制度が， トウモロコシの栽培を促進した
ことを知った。
富農や商人層もトウモロコシ栽培に進出した
が， かれらは資本の供給者であると同時に農民の
新奇な商品に対する欲望を現実化させる役割も果
たしたJこれは農村内部の信用を膨張させること
であった。輸出生産の発展は常に価格低下と凶作
というこつの危機を内在させたまま進んでゆかざ
るをえない運命を負わされてU、る。
米作農民は米の輸出プレミアムによって米価を
低く押えられているが， トウモロコシの国際価格
は直接圃場価格に影響を与える。とれがトヲモロ
コシの栽倍を米にくらべて有利にした理由の一つ
であるが， 国内米価が安かったとをは，生産物。っ
すパてを販芳し生活手段（米を含めて〕を購入する
トウモロコシ農民にとって二重の利点であった。
その意味でトヅモロコシ生産は米作農民の犠牲め
もとに発展したといえるかもしれない。 しかし，
一方トウモロコシ生産の発展は，人口増加やすで
に述ベた理由によって米作地帯に累積した危機を
救った， あるいは危機の到来を引き延ばしたとも
いえる。
価格の下落と凶作とu、う二つの基本的な危機の
ほかに， トウモロコシの連作による土壌の肥沃度
の低下が現実的な問題としてさしせまってνる。
トラクターの導入はトウモロコシ生産を発展させ
たが，一方では自然のサイク1レを破壊し農地から
の収奪を早めていった。この問題を解決するため
に休開地やローテーションの導入が叫ばれてヤ
る。しかし，休閑地はともかく，ローテーション
の導入のためにはそこに栽培する作物の布場を確
保する問題が解決されおばならない。
これまでタイ国は輸出生産への特化によって国
の経済を発展させてきた。これから先は新たな輪
出産品を求めるほかに， こうした圏内市場を拡大
する地道な努力を積み重ねなけれぽならなU、であ
ろう。
（動向分析部）
41 
